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済の奇蹟的な復興 も大いに影響 している｡ この時
期に開発,または,導入したものとしては,ブラ
ケットシステム,懸架式,水洗式,自動給水装置
をど極めて多彩をものであった｡
(4)50年代の特色はGLPを反映して更に量的
にも質的にも著しい向上をみた｡50年代前半は前
年度の加速的を進歩発展のレールの上を走り,徳
半に入る前あたりからGLP及び日本国内の規準
(ガイドラインS58版)も出来て,これらの規準
に従った施設が建設されるようになり,しかも多
くの建設企業の競争もあって次々に大規模研究施
設が完成していった｡その間にあって,飼育機材
は従来の製品の見なおしと改良を加えるとともに,
建設業界と-体となって,建築,施設,設備とマ
ッチした機能的,能率的,省力的,さらに,学際
的を機材の開発を続けた｡
この年代に開発されたものとしては,小型飼育
装置としての除圧及び陽圧飼育装置で,これは環
境工学的にも高度射生能をもっている｡ また,自
走式飼育装置は省力機材として極めてすぐれたも
のである｡さらに,実験動物を収容して実験をす
る吸入実験装置は規模性能とも世界の トップクラ
スのもので,この時期は,これまでの研究,開発
の完成期と位置づけることができる｡
(5) これまでに,昭和20年から50年代に至るま
での,飼育器具機材の開発の歩みを述べてきたが,
わが国の機材開発の歩みは世界的にも類をみない
もので,各種の優れた製品が開発されてきている｡
梓に自動化については全く独創的なものであり,
精度の高い飼育装置は学際的研究に十分に対応で
きる機能をもっている｡ 今後はこれまでの歩みを
反省し,さらに優れた機材の開発を進めなければ
ならない｡特にこれからは飼育管理の総合性を集
約的に管理できる総合システムとしての機材及び
システム自身の開発をすべきであろう｡
岡実動研報 第4号 (1986)
